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～ウクライナ情勢等を踏まえて～
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はじめに
 コロナパンデミック～ウクライナ戦争が及ぼす

各種エネルギー資源価格の動向

1

出典：World Energy Outlook 2022 (IEA, Oct. 2022)



原油価格の最近の動向 2020/1～2023/10

出典：ENEOSホールディングス Website, 2023/10/11
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EU天然ガス価格の最近の動向 2020/1～2023/10
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出典：EU Natural Gas, Trading Economics Website, 2023/10/11



ウラン濃縮価格の動向－2006/1～2023/7

4

出典：The Nuclear Fuel Market Opportunity, Centrus, Sep. 2023



ウラン価格の動向 2000/1～2023/9

5

出典：Cameco corp. Website, 2023/10 data from TradeTech
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（１）原子力発電の見通し



（１）- １ 世界の原子力発電実績推移 1970～2022年

8出典：World Nuclear Performance Report 2023, WNA, Jul, 2023

Nuclear reactors generated a total of 2545 TWh in 2022, this is 
down 108 TWh from 2653 TWh in 2021.



ウラン需要量

TWh
国内発電
シェア ％

炉数 容量 Gwe
VVER
(炉数)

2021年
ｔU

炉数
容量
Gwe

炉数
容量
Gwe

米国 772.2 18.2 93 95.8 17,587 1 1.3 3 2.6

カナダ 81.7 12.9 19 13.6 1,492 0 0.0 11 6.1

合計 853.9 112 109.4 19,079 1 1.3 14 8.7

中南米 メキシコ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ･ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 31.7 7 5.1 733 2 1.4 1 1.2

フランス 282.1 62.5 56 61.4 8,233 1 1.7 0 0

ドイツ 31.9 5.8 0 0 521 0 0 0 0

英国 43.5 14.2 9 5.9 1,259 2 3.4 2 3.3

スェーデン 50.0 29.4 6 6.9 914 0 0 0 0

スペイン 56.0 20.3 7 7.1 1,221 0 0 0 0

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ・ﾍﾞﾙｷﾞｰ・ｽｲｽ・ｵﾗ
ﾝﾀﾞ・ﾙｰﾏﾆｱ・ｽﾛﾍﾞﾆｱ

108.5 18 13.8 VVER(2) 2,004 0 0 2 1.4

チェコ・ｽﾛﾊﾞｷｱ・ﾊﾝｶﾞﾘｰ・ﾌﾞ
ﾙｶﾞﾘｱ

74.9 17 10.4 VVER 1,707 1 0.5 4 4.6

合計 646.9 113 105.5 15,859 4 5.6 8 9.4

ロシア 209.5 19.6 37 27.7 VVER他 5,925 3 2.8 25 23.5

ウクライナ 58.7 - 15 13.1 VVER 1,876 2 1.9 0 0

ﾍﾞﾗﾙｰｼ･ｱﾙﾒﾆｱ 7.0 3 2.6 VVER 229 0 0 0 0

合計 275.2 55 43.5 8,030 5 4.7 25 23.5

中国 395.4 5.0 55 53.3 VVER(4) 9,563 24 27.2 44 48.6

日本 51.9 6.1 33 31.7 1,396 2 2.8 1 1.4

韓国 167.5 30.4 25 24.5 4,270 3 4.2 0 0

インド 42.0 3.1 22 6.8 VVER(2) 977 8 6.7 12 8.4

ﾊﾟｷｽﾀﾝ・台湾・UAE・ｲﾗﾝ・
(ﾄﾙｺ・ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ・ｴｼﾞﾌﾟﾄ）

70.4 12 10.1 VVER(1) 2,312 11 13.3 3 3.4

合計 727.2 147 126.3 18,518 48 54.1 60 61.8

南アフリカ 10.1 4.9 2 1.9 277 0 0 0 0

2545.0 ~ 10.0 436 62,496 60 67.1 110 106.9

欧州

ロシア・
CIS・NIS

アジア

世界合計

地域 国

391.7（内、61.8GWe

はロシア型炉）

発電実績 建設中 計画中

北米

現保有炉

（１）- ２ 世界の原子力発電・ウラン需要の現状（発電実績：2022年、U需要：2021年）
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データ：WNA Website, Aug. 2023



参考：濃縮テール濃度と天然ウラン・濃縮作業必要量の関係

10

出典：WNA Website, updated Oct, 2022

0.25
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出典：https://www.uxc.com/p/tools/FuelCalculator.aspx, 2023/10/11

参考

https://www.uxc.com/p/tools/FuelCalculator.aspx


参考：天然ウラン(tU)・濃縮作業量(tSWU)・テール濃度(%U235)の関係

12出典：JAEA Websiteロシアのウラン濃縮容量とその活用方法についての検証, 小林, 2007
 https://www.jaea.go.jp/03/senryaku/report/rep07-2.pdf



参考：ウラン価格の動向 2000/1～2023/9
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出典：Cameco corp. Website, 2023/10 data from TradeTech



参考：ウラン濃縮価格の推移－2000/1～2022/6

14

出典：The Nuclear Fuel Market Opportunity, Centrus, Sep. 2022



（１）-3 原子力発電容量見通しー2020～2040, WNA 2021

15
出典：Nuclear Fuel Report-2021, WNA Apr. 2022

CAGR：Compound Annual Growth Rate（年平均成長率）

615

449

839



（１）-3’ 最新版 Nuclear Fuel Repot 2023 からの抜粋
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出典：Nuclear Fuel Report-2023, WNA 7,Sep. 2023

From the current 391 GWe of operable nuclear capacity, the 
Reference Scenario projects that nuclear capacity will reach 686
GWe by 2040 (up 71 GWe from the 2021 edition), with capacity 
reaching 931 GWe in the Upper Scenario (up 92 GWe) and 486 
GWe in the Lower Scenario (up 37 GWe).

World reactor requirements for uranium in 2023 are estimated at 
about 65,650 tU. In the Reference Scenario these are expected to 
rise to almost 130,000 tU in 2040, with requirements rising to 
184,300 tU in the Upper Scenario and nearly 87,000 tU in the 
Lower Scenario by the same date.

SMRs contribute up to 10% of total large-scale capacity in the 
Upper Scenario in 2040, although only 0.4% in the Lower Scenario.



（１）-４ 原子力発電容量見通しー2020～2040, Red Book 2022
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データ：Uranium 2022, OECD/NEA-IAEA, Apr, 2023
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（１）-5 世界の総発電量見通しー2021-2050, IEA 2022

18
出典：World Energy Outlook 2022, IEA Oct.2022

注

STEPS：Stated 
Policies Scenario

APS：Announced 
Pledges Scenario

NZE：Net Zero 
Emissions Scenario

(CAGR)                                                                (2.1)       (1.5)          (2.8)       (2.1)           (3.8)       (2.6)  



（１）-6 世界の発電シェア見通しー2021-2030, IEA 2022

19
出典：World Energy Outlook 2022, IEA Oct.2022

28,334 35,87828,33434,83421,539TWh

CAGR: 2.1        2.8



（１）-7 Net Zero Seinarioにおける原子力発電, 1990-2050

20
出典：Net Zero Roadmap, IEA Sep.26, 2023

916

813

541
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（２）天然ウラン需給の見通し

①世界のウラン資源量



（２）-①-１ 世界の在来型ウラン資源量（2021年1月現在）

22

データ：OECD/NEA-IAEA, 2016（ レッドブック 2016）

データ：Uranium 2022, OECD/NEA-IAEA, Apr. 2023
既知資源：発見済みの資源であり、規模・品位・形状が明らかな鉱床中に存在する「確認資源」と

鉱床の規模・特性に関するデータが不十分な「推定資源」に区分される。

予測資源：既存鉱床の地質的延長に、存在が間接的事実を基に推定される未発見資源をいう。

期待資源：特定の地質鉱床地帯の中に期待される未発見資源をいう。

注：低コスト区分の資源量は、高コスト区分資源量の内数。（ ）内は2020年版

在来型資源

確認資源 推定資源 予測資源 期待資源 総計(万tU)

コスト区分なし ― ― ― 192 (188)

<US$260/kgU

（<US$100/ﾎﾟﾝﾄU3O8） 469 (472) 323 (335)

<US$130/kgU

（<US$50/ﾎﾟﾝﾄﾞU3O8） 381 (379) 226 (236)

<US$ 80/kgU

（<US$30/ﾎﾟﾝﾄﾞU3O8） 121 (124) 78 (76)

<US$ 40/kgU

（<US$15/ﾎﾟﾝﾄﾞU3O8） 46 (74) 32 (34)

290 (288)
199 （201）

49 (49)
78 （108）

コスト区分
既知資源（万tU） 未発見資源（万tU）

1528

（1529）

792 （807）
166 (160) 378 (374)

608 (615）
91 (88)



（２）-①-２ 国別ウラン資源保有量 (2021年1月現在)

1,684,100

815,200

588,500

480,900

470,100

320,900

311,100

276,800

223,900

144,600

131,300

107,200

87,200

59,400

58,200

52,500

266,600
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データ：Uranium 2022, OECD/NEA-IAEA, Apr. 2023

回収コスト：$130/kgU以下の在来型既知資源量

オーストラリア

27.7%

カザフスタン

13.4%

カナダ

9.7%

ロシア

7.9%

ナミビア

7.7%

南アフリカ

5.3%

ニジェール

5.1%

ブラジル

4.6%

中国

3.7%

モンゴル

2.4%

ウズベキスタン

2.2%

ウクライナ

1.8%

その他

4.4%

オーストラリア

カザフスタン

カナダ

ロシア

ナミビア

南アフリカ

ニジェール

ブラジル

中国

モンゴル

ウズベキスタン

ウクライナ

ボツワナ

米国

タンザニア

ヨルダン

その他

世界の資源量
   608万tU



出典：Uranium 2022, OECD/NEA-IAEA Apr, 2023 24

（２）-①-３ 世界の既知ウラン資源分布
（在来型既知資源 <$130/kgU、2021年1月現在）

全世界：608万tU
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（２）-①-4  世界の主要なウラン鉱床分布図
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（２）天然ウラン需給の見通し

②一時供給（ウラン鉱山の生産量）



カザフスタン,

43.0%

カナダ,

14.9%

ナミビア,

11.4%

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ,

9.2%

ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ,

6.7%

ロシア

5.1%

ニジェール

4.1%

中国

3.4%

世界の生産量
49,355tU

カザフスタン

カナダ

ナミビア

オーストラリア

ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ*

ロシア

ニジェール

中国*

インド*

南アフリカ＊

ウクライナ

米国

パキスタン*

ブラジル

イラン*

（２）—②—１ 2022年の国別ウラン生産量

データ：WNA Website, 2023/8

21,227 

7,351 

5,613 

4,087

3,300 

2,508 

2,020

1,700

600

200

100

75

45

43

20



（２）—②—２ 国別ウラン生産量の推移 2015～2022年

出典：WNA Website, 2023/8

国名 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

カザフスタン 23,607 24,689 23,321 21,705 22,808 19,477 21,819 21,227

カナダ 13,325 14,039 13,116 7,001 6,938 3,885 4,693 7,351

ナミビア 2,993 3,654 4,224 5,525 5,476 5,413 5,753 5,613

オーストラリア 5,654 6,315 5,882 6,517 6,613 6,203 4,192 4,553

ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ＊ 2,385 3,325 3,400 3,450 3,500 3,500 3,500 3,300

ロシア 3,055 3,004 2,917 2,904 2,911 2,846 2,635 2,508

ﾆｼﾞｪｰﾙ 4,116 3,479 3,449 2,911 2,983 2,991 2,248 2,020

中国＊ 1,616 1,616 1,692 1,885 1,885 1,885 1,600 1,700

インド＊ 385 385 421 423 308 400 600 600

南アフリカ＊ 393 490 308 346 346 250 192 200

ウクライナ 1,200 808 707 790 800 744 455 100

米国 1,256 1,125 940 582 58 6 8 75

パキスタン＊ 45 45 45 45 45 45 45 45

ブラジル 40 44 0 0 0 15 29 43

イラン＊ 38 0 40 71 71 71 21 20

その他 234 188 0 0 0 0 0 0

世界合計　ｔU 60,304 63,207 60,514 54,154 54,742 47,731 47,808 49,355

世界の需要量に
占める割合

98% 96% 93% 80% 81% 74% 76% 74%

注：＊の数字はWNA事務局による推定を含む



ｶｻﾞﾄﾑﾌﾟﾛﾑ, 

23.0%

CGN＋CNNC, 

16.0%

ARMZ＋U1, 

14.1%

カメコ, 

11.5%

オラノ, 

11.2%

Navoi, 6.7%

BHP

5.7%

GA/Quasar

3.5%

Other

8.3%
ｶｻﾞﾄﾑﾌﾟﾛﾑ

CGN＋CNNC

ARMZ＋U1

カメコ

オラノ

Navoi

BHP

GA/Quasar

Other

世界の生産量
49,355tU

（２）—②—３ 2022年の企業別ウラン生産量（販売シェアベース）

データ：WNA Website, 2023/8

11,373 

7,874 

6,962 

5,675

5,519 

3,300 

2,813

1,922

1,274 

注：CGN：中国広核集団、CNNC：中国核工業集団、ARMZ：ロシア国有
資源企業、 U1: Uranium One（ロ）、Navoi：ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ国有資源企
業、GA：General Atomics（米）



（２）-②-４ 主要国のウラン生産量と需要量

30

出典：Uranium 2022, OECD/NEA-IAEA Apr, 2023



（２）-②-５ 世界のウラン探鉱・鉱山開発活動費の動向

31
出典：Uranium 2022, OECD/NEA-IAEA Apr, 2023

注：Domestic（国別集計額）は

世界のウラン探鉱・鉱山開

発費の総額を表し、Non

Domestic（海外活動費）

はその内数を表す
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（２）天然ウラン需給の見通し

③二次供給



（２）-③-１ 年間ウラン生産量・需要量（上）と累計量（下） 1949～2019

33

出典：Uranium 2020, OECD/NEA-IAEA, Dec, 2020

52.5万tU



（２）-③-２ 二次供給源とは

34

(1) 民間ウラン在庫（データ：Uranium 2022, EIA 2023）

① 西側ユーティリティー在庫：～10万tU（EU：4.2万tU、米国：4.0万tU ）

 中国在庫：12.9万tU（2021/1時点）、インド在庫：0.96万tU （2021/1時点）

② 米国供給者：1.4万tU（U鉱山・転換・濃縮・燃料加工・ﾄﾚｰﾀﾞｰ･ﾌﾞﾛｰｶｰ)

(2) 米国ＤＯＥ在庫（データ：WNA, 2015）

 約4万tNU相当（天然UF6、Off Spec、HEU/LEU+ テールウラン>0.34%-tail ）
⇒DOE (2013/7)は、2018年までに年間1,800～2,800tU放出を計画

(3) 回収ウラン・MOX利用（データ：WNA, 2021、ESA, 2022）

   回収ウラン/MOX利用に供されるべく約13万トンの使用済み燃料が、これまでに  
再処理された。その利用による節約：2020～2040年：約2,000～4,000tU/年と予測。

(4) 濃縮Under Feed・テールウラン再濃縮

ロシアは余剰の濃縮容量を有することから、テール濃度を0.1～0.15%程度に下げ
て天然ウランを濃縮（underfeed）、またはテールウランを再濃縮し、天然ウラン
消費を節約している。ロシアによる節約量は約5,800tU/年、全世界では6,000～
8,000tUと推定（ESA 2022）。

(5) ロシアの戦略核：1994～2013年に軍用核 HEU 500tU(152,000tU+92,000tSWU）を解
体し、民用燃料として米国に放出（後述）。2014年以降は放出予定なし。



（２）-③-３ 天然ウラン需給見通し 2020-2040, WNA標準シナリオ

35

79,400tU

112,300tU

62,500tU

tU

出典：Nuclear Fuel Report-2021, WNA Apr. 2022

特定の供給源（Underfeed/再濃縮＋回収ウラン/MOX利用）

休眠中鉱山の再稼働

開発計画中の鉱山

未特定の供給源（新規発見鉱床など）

標準シナリオのウラン需要量

稼働中の既存鉱山

開発中の鉱山

開発予定の鉱山

商業在庫
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（３）ウラン濃縮需給の見通し



（３）-１ 世界の商業ウラン濃縮容量（操業中・計画中）－2022年

37注：フランスは濃縮容量増強検討開始（7,500⇒11,000tSWU）, WNN, 2022/10/10
ウレンコはLESの容量増強発表（2025年に4,600⇒5,300tSWU）, Urenco, 2023/7/7

データ：WNA Website, 2022/10, 日本原燃, 2023/8/25, Urenco, 2023/7/7

企業 国 工場名
容量
 tSWU/ｙ

シェア

オラノ フランス Georges BessⅠ&Ⅱ 7,500 13%

ドイツ Gronau

オランダ Almelo

英国 Capenhurst

米国 LES 4,600 8%

ロスアトム ロシア
Angarsk,Novouralsk,

Zelenogorsk,Seversk
27,700 46%

CNNC 中国 杭州、蘭州 6,300 11%

日本原燃 日本 六ケ所 75 0.1%

その他 66 0.1%

59,941 100%

世界の需要量 50,205

ウレンコ
13,700 23%

合計

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ｲﾝﾄﾞ・ﾊﾟｷｽﾀﾝ・ｲﾗﾝ

西側容量；
26,000tSWU

ロシア・中国容量；
34,000tSWU

西側需要；
34,900tSWU

ﾛｼｱ圏・中国需要；
15,300tSWU



（３）-２ 世界の商業ウラン濃縮生産シェア 2021年

38

データ：Rosatom 2021 Performance Report および WNA Website
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（３）-３ ウラン濃縮需要見通しー2020～2040, WNA 2021
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出典：Nuclear Fuel Report-2021, WNA Apr. 2022



（３）-４ ウラン濃縮需給見通し 2020～2040, WNA標準シナリオ
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出典：Nuclear Fuel Report-2021, WNA Apr. 2022

二次供給源

ウレンコ

CNNC（中国）

未特定の供給

標準シナリオの濃縮需要量

ロスアトム（ロシア）

オラノ（フランス）

その他

低成長シナリオの濃縮需要量

高成長シナリオの濃縮需要量

t SWU

63,800tSWU

90,200tSWU

50,200tSWU
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（４）米国とEUの事情



米ロHEU契約(megatons to megawatts program)とその後

42

出典：UxWeekly, 2008/2/4

＊2：米国が独自に開発した大型遠心機。USEC（現Centrus）

が1990年代末から実用化に取組んできたが、未だ商業運転開

始には至らず。2020年にHALEUを生産するための改造ライセ

ンスを申請。2011年6月に認可取得。

＊1：The Agreement Suspending The Antidumping Investi-

gation on Uranium From Russia：1992年、アンチダンピング

審査を中断しロシアからのウラン輸入を一部可能にする契約。

ロシアはおよそ1,400tの核兵器用HEUを保有していたが、このうち500tのHEU 
（152,000tU+92,000tSWU）は、1993年に締結された米ロHEU契約に基づき、低濃縮ウラ
ン（LEU）に希釈され米国に輸出（年規模 9,000tU+5,500tSWU）されることになった。た
だし、天然ウランFeed分はロシアに返却。本契約は2013年に終了した。

2008年に、米ロ間で変更されたSuspension Agreement＊1に基づき、2014～2020年の間、
ロシアは米国年間需要の約20%（約5,000tU＋約3,000tSWU）の天然ウラン起源LEUを直接
米国電力会社に輸出できることとなった。 

2011年3月、米国濃縮会社USEC（現Centrus）はロシアTenexと濃縮ウラン長期購入契約
(2013-2022，合計21,000tSWU)を締結。ウランFeed分はロシアに返還。本契約はUSECが
米国遠心機＊2プラント開発継続を助けるとともに、ロシア型遠心機技術を米国に移転するた

めのFSも含んでいた。2015年に、購入期間を2026年ま
で延長。

2020年に、Suspension Agreementは再び変更され、
2040年までに延長された。



SMRの実用化に向けたプロジェクトが、米国をはじめ世界各国で進められる中、2022

年2月のロシアのウクライナ侵攻後、HAELUの供給不安が急速に高まった。

43

HAELU （SMR用の5～20% 235UのLEU）商業生産への取り組み

＜HELEUに係る最近の動向＞

2022年8月：HALEU生産開発を援助するUS$700m.が含まれるインフレ抑制法案成立。

2022年11月：US$150m.の運転コスト支援金がCentrusに授与。2023年内に20kg、

2024年までに 0.9ﾄﾝ/y の19.75%HAELU生産達成を計画。

2023年6月：CentrusはHELEUの生産施設の運転許可を取得。追加資金次第で３年

半以内に６ｔ/yへの増産が可能と表明。

2023年7/5：デンマークのSMR開発者Seaborg社は燃料をHELEUからLEUに変更。

2023年7/23、8/29：CentrusはTeraPower社およびOklo社とHELEU供給の覚書締結。

2023年9月：オラノ社が顧客の要望を受けて 5-8%のHELEU生産検討開始。

2023年9/6：Centrusが、予定より2か月前倒しで10月にHELEUの生産開始と発表。

問題点

１．商業生産を行っているのは、現状ロシアRosatomのみ。

２．燃料供給保証なしには、SMR開発が進まない。一方、燃料購入保証がないと、濃縮企業

はHALEU開発に踏み込めない（鶏と卵の問題）。

３．HALEUの生産ライセンスを有する企業は、現状Centrusのみ。



米国への天然ウラン供給国 2000～2022
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データ：2022 Uranium Marketing Annual Report, EIA Jun, 2023
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米国へのウラン濃縮役務供給国 2017～2022
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＊米国外：フランス等（内訳詳細不明）
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EUの2021年ウラン消費量*1（天然ウラン相当量）
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データ：Euratom Annual Report 2021, ESA Sep, 2022

ソース ｔU ％
EU-27外からの輸入 15,380 96

EU内起源*２ 642 4

合計 16,022
＊１：燃料装荷量
＊２：MOX使用による節約量（439tU）、
　 　 濃縮時のUnderfeedやテールウラン再濃縮による節約量



EUの2021年天然ウラン供給国・供給源
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データ：Euratom Annual Report 2021, ESA Sep, 2022

ニジェール, 

24.3%

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ, 

23.0%
ロシア,

19.7%

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ, 

15.5%

カナダ, 

14.3

EUウラン輸入量

11,975tU

ニジェール

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ

ロシア

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

カナダ

ﾃｰﾙ再濃縮

EU

南アフリカ

ナミビア



EUのウラン濃縮役務購入量とその供給国・形態－2021年
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データ：Euratom Annual Report 2021, ESA Sep, 2022

EUP フィードU量 濃縮役務量 シェアー
tU tU tSWU ％

EU 978 7,428 6,385 62%

EU外
* 561 4,748 3,905 38%

内ロシア 465 3,854 3,190 31%

合計 1,540 12,176 10,290 100%

供給国

* ロシア以外はほとんど英国と米国



EUへのウラン濃縮役務供給国ー2012～2021
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出典：Euratom Annual Report 2021, ESA Sep, 2022

tSWU

注：2021年から英国はnon-EUに含まれる

ロシア
3,190tSWU

31%
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（５）結び



日本原燃六ケ所ウラン濃縮工場の現状と実績

出典：日本原燃Website, 2022

これまでに、総計1,702ｔのLEUを生産。

公称容量 1,050tSWUの内、75tSWUが新型遠心機に更新され、2012-2013年に商業

運転を開始したが、その後、新規制基準に対応するため運転一時停止。2023年8月に原

子力規制委員会の許可を得て運転再開。最終的には 1,500tSWUへの増産を計画。
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注：LEUの濃度を4.0%、テール濃度を当時の0.3%と仮定すると、200tLEU/年は1,050tSWU/年
の濃縮容量に相当（ウレンコ社SWU換算参照 https://www.urenco.com/swu-calculator）

https://www.urenco.com/swu-calculator


（４） 結び

 ロシアウラン濃縮の西側世界への供給が、喫緊にも将来的に

も途絶する恐れがある中、ウラン濃縮能力が極めて乏しい我が

国は、ウラン燃料の安定供給が脅かされる可能性が高く、原子力

発電の復興計画に水を差しかねない状況である。ウラン燃料の

安定確保に向けて、以下の取り組みが急務である。

１．日本原燃六ケ所ウラン濃縮工場の運転能力増強

                                       目標⇒1,500tSWU/年

２．濃縮を必要としないMOX燃料有効利用のため、日本原燃再

処理工場の運転開始、MOX燃料工場の早期完成・運開

12基プルサーマル⇒約450tSWU/年節約

３．より長期的な目標とはなるが、原子燃料確保の自立性を一

層高めるため、高速増殖炉の早期実用化
52
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